




It has previously been indicated that shadowing has a beneficial ef-
fect on pronunciation in terms of prosody. This study analyzed the 
speech of Vietnamese learners in terms of changes in their accent 
and intonation, over a period of four months of shadowing practice. 
The results demonstrated that: 1) word accents increased in accura-
cy; 2) the intonation of the ka at the end of interrogative sentences 
began to be inflected upwards; and 3) the intonation of the yo at the 
end of sentences expressing transmission of information continued 
to be expressed as a rising tone, though it is supposed to be a fall-
ing tone. It was the shift in focus towards phonetics that assisted 
Vietnamese learners in achieving overall improvement in their four-

















































































































































































































































































1 たろうが 1 1 0
2 がっこう 3 3 0
3 やすんだ 1 3 2
4 どこか 3 3 0
5 ぐあい 2 2 0
6 わるい 1 3 2
7 そう 1 3 2
8 がっこう 2 2 0
9 クラスメート 0 1 1
10 からかわれた 0 3 3
11 いけない 0 2 2
12 しょうがない 1 2 1
13 それ 3 3 0
14 だいすきな 0 0 0
15 おんなのこ 0 0 0
16 からかわれちゃった 0 3 3
17 いったい 2 2 0
18 なに 2 2 0
19 あなた 3 2 -1
20 カットして 0 1 1
21 ヘアスタイル 0 3 3
22 ぼうずあたま 0 0 0
23 もう 3 3 0
24 ふるい 0 3 3












































































分析対象文 モデル文音調 V1 V2 V3
４月 どこか具合でも悪いのか？ 上昇調 下 下 下
５月 何が違うんですか？ 上昇調 下上 下上 下
６月 コーヒーカップなんてどうですか？ 上昇調 上 上 上
















































４月 ７月 ４月 ７月 ４月 ７月
V1 上昇 上昇 上昇 下降 上昇 上昇
V2 × 下降 × 上昇 上昇 上昇
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41ベトナム人日本語学習者のシャドーイング音声の変化
注
１ 　アクセントにおけるアクセント核の表記は様々あるが，本稿では-3型と数字を用い
て表記することにする。-3型とは語末から３拍目にアクセント核があるということ
を示す。例えば「帰る」は後ろから２拍目の［e］の拍にアクセント核がある為，-2
型と表される。尾高型は-1型，平板型は0型となる。
２ 　杉藤（1999）は，イントネーションについて話し言葉の文法的な区切りと連続，断
定と疑問や反問，強調，話の焦点，感情，対人関係，話し手の真意等を表すもので
あるとしている。
